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下大和田・小山町谷津田だより －2026年 ６月 No.292号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田の活動＞  

第316回下大和田 YPP「田おこし＆谷津田運動会」  ５月 ２（土）快晴  

翌週に控える田植えの準備をしました。田の泥をかき混ぜる田起こし、少しずつ増えてきた水田の雑草取

り、隣から伸びてくるアシの除去などです。地味な作業ですが、新緑に包まれて春らしい陽光の中、いろい

ろな生き物との出会いもあり、気心の知れた仲間との楽しい作業でした。最後に、谷津田運動会をしまし

た。          参加者１４名 （大人１０名、小学生３名、幼児１名）  報告：平沼勝男 

 

第316回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い   ５月 ３（日） 晴れ       

この日は参加者の半数近くが大学生以下という若さあふれる観察会になりました。初めに谷津田に生息し

ているオオタニシとマルタニシを採集してその外部形態の違いを調べました。畦のあちこちにアライグマの

足跡があり、「まるで人の手のようだ」という声が上がりました。森に入って林床を彩るキンランやギンラ

ンをじっくり観察。マムシグサや夏植物の芽生えなどを観てから記念撮影をして観察会を終了しました。 

参加者２４名（大人１３名、大学生６名、高校生１名、小学生３名、幼児１名） 報告：田中正彦 

                   

第 317回下大和田 YPP「田うえ」  ５月 ９（土）晴れ  

下大和田の地で、2023年以降初となる本格的な田植えができました。 

昨年、地主様のご厚意で、再びお借りできるようになったこの場所はアシ原でした。たった２年間で元の水田

の面影はなくなっていました。しかし、アシを刈って除去すると、かつての水田の地形が出てきました。農家

のお力をお借りして耕運機で耕すこと２回。川から水をひき、見違えるような立派な田んぼになりました。 

おかげさまで、午前中に田植えは終了。終了間際にお子様たちを集めて泥だんごのレースがありました。子ど

もたちは夢中で泥だんごを作り、転がしていました。昼食時間をはさみ、スズメバチのトラップをつくり、方々

に設置しました。スズメバチに巣をつくらせないためのものです。 

参加者２３名（大人１６名、大学生１名、中学生２名、小学生３名、幼児１名）  報告：平沼勝男 

 
森と水辺の手入れ「草刈りとミニ田んぼづくり」 ５月１７（日）晴れ  

今日は参加者が二手に分かれて、台地上の畑で草刈りとミニ田んぼづくりを行いました。草刈りグループ

は、刈り払い機を使って畑と畑に続く道路の草刈りをしました。他の者は畑の雑草を素手やスコップで取り

除きました。ミニ田んぼづくりグループは、苗床のあった田んぼの脇に小さな田んぼを作って、先週の田植

えで余った緑米の苗を植え付けました。参加者６名（大人４名、大学生１名、小学生１名）報告：田中正彦 

  

＜小山町の活動＞ 

☆第 244 回 小山町 YPP「はたはったんの田植え」 ５月１０日（日）晴れ  

YPP の田植えの初回はうるち米の“はたはったん”を植えました。初めての方は最初に植え方を教えてもらい、

めいめいが自分の区画に 5 列のイネを植えました。曲がってしまうのが気になってしまいますが、気にしない、気

にしない。今回は久しぶりに大勢の子供たちが参加してくれました。最初は泥に入るのを嫌がったり、服に泥が付

くのが気になったりしていましたが、慣れてくるとキャーキャー大騒ぎ。最後は全身泥だらけで田んぼの中で泳ぐ

子も。にぎやかな子どもたちの歓声を聞きながらの楽しい作業でした。 

参加者１４名（大人９名、小学生２名、幼児３名）  報告：高山邦明  

☆あすみが丘小学校田んぼ田植え ５月１１日（月） 晴れ  

あすみ小の 5 年生 4 クラス約 110 名が元気に小山町の谷津田にやって来ました。2 クラスずつに分かれ田植

えと自然観察をしました。田植え組は素足で田んぼに入り、まずはドロの中を歩く練習から。ちょっと深いと

ころもあるあすみ田んぼですが、元気に入っていく子、おっかなびっくり入る子、色々です。「足が抜けなくな

ったらカカトから抜いてみよう」「なるべく小股で歩こう」のアドバイスに従って歩き方も少し上手になった

ところで、みんなヒモの前に並んで田植え開始！からまった根をほぐすのに苦労しながら 1株 3本ずつ丁寧に

植えていきました。ヒモに沿って植えられた苗は真っすぐ並んでいました。元気に育ってくれますように。自

然観察では畔を跳ねる今年生まれのアカガエルのおチビちゃん、たくさんのオタマジャクシやヤゴなど、いろ

いろな生きものが次々と現れてあちこちで歓声があがっていました。田んぼの脇にある水の湧き出し口を見て、

谷津に水がたくさんある訳を理解。きれいな水の周りにいる小さなサワガニやヨコエビに気づくのはさすが子

どもたちです。                            報告：江澤芳恵・高山邦明 
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☆大椎小学校田んぼ田植え ５月１３日（水） 晴れ  

大椎小は 5年が 1クラスだけの 17人。でもみんな初めての田んぼにワクワクの元気いっぱいでにぎやかな声が谷

津に響きます。最初に全員で自然観察。生きものに触れる経験があまりないのか、カエルに触るのも嫌がる子が多

いようでしたが、だんだんと慣れてきてザルを使って様々な生きものを捕まえていました。最後に大きなヘビが出

てきて、捕まえてもらったのを恐る恐る触ってみました。田植えはロープに沿って並んでみんなで一斉に植えます。

最初は素足に触れる泥の感触が気持ち悪かったり、泥の中を歩くのがおぼつかなかったりでも、だんだんと慣れて

楽しくなってきた様子。自分の分を終えて、“もっと植えたい！”と追加で田植えする子もいました。保護者の方々

をはじめとしたボランティアが大勢参加してくださり、田んぼ全部に田植えができました。これからの生長が楽し

みです。                                      報告：高山邦明 

【谷津田・季節のたより】 2026年 ５月 

＜下大和田町＞ 報告 平沼勝男 
5/2 ヤマサナエ 2 頭確認。若く美しい個体。シオカラトンボの羽化したての個体もいたが、すでにたくさんの成虫が田んぼを飛び回る。

モンキアゲハ、アオスジアゲハ、キタテハ飛ぶ。シュレーゲルアオガエルを飲み込むヤマカガシを発見。新 YPP 田んぼにミナミメダカ

を初めて確認。ここまで昇ってきたようだ。同じ場所でシュレーゲルアオガエルのオタマジャクシを多数確認。 5/5 トンボはヤマサ

ナエ、シオカラトンボ、シオヤトンボ、ニホンカワトンボ、ホソミオツネントンボ。チョウではモンキアゲハ、アオスジアゲハ。鳥の

さえずりはキビタキが盛んに鳴く。他にオオヨシキリ、コジュケイ見かけた鳥はコゲラ、アオサギ、セグロセキレイ、ツバメ。ツバメ

は畔で泥を取っていた。 5/9 新 YPP 田んぼに苗を植えました。緑米と赤米。 

＜小 山 町＞ 報告 無記名は高山邦明 
5/3  足の生えそろった小さく真っ黒なヒキガエルが上陸。 5/4 田んぼに小さなエビがたくさんいた（碇夕子）、ホソミオツネントン

ボが産卵。 5/5 クサシギがオタマジャクシを食べていた。越冬で長く滞在していたクサシギの姿はこれが最後。 5/6 最近急に増え

たエビが「ミナミヌマエビ」という中国原産の外来種であることが判明（阿部洋志）。 5/7 シオカラトンボの羽化がはじまる。    

5/8 エゴノキやテイカカズラが開花。 5/9 ホトトギスの初鳴き。 5/10 スイカズラやノイバラが花開く、モズとキセキレイが争う。 

5/12 ウツギ（ウノハナ）、ガマズミ、ドクダミ、キツネノマゴなど夏の花が次々と咲き始める。 5/15 セグロセキレイの幼鳥が餌をね

だっても親は与えない、子別れか。 5/16 ツバメが田んぼで泥集め。どこかで巣を作っているのだろう。 5/17 田植えをしているとメ

ダカの稚魚がたくさんいた（渡辺明美）。 5/20 ニホンリスが 2 頭、クワの実を食べに来ていた。黒く熟した実だけを選んでいる。   

5/23 ホタルブクロが咲く。キセキレイの幼鳥が餌をもらっていた。 5/24 田んぼに 30cm 近いミシシッピアカミミガメがいた（江澤元太）。  

5/26  ガビチョウがクワの実を食べていた。 5/27 ノシメトンボやオオシオカラトンボが羽化、ツユクサが咲く、ウグイスの幼鳥の

声がした。 5/28 サルトリイバラにルリタテハのトゲトゲの幼虫。 5/29 キイトトンボが羽化。 

 

【イベントのお知らせ】主  催：ＮＰＯ法人  ちば環境情報センター 

＜下大和田谷津田＞  連絡先：小西 TEL.090-7941-7655  ,  E-mail  ：  yatsudasukisuki@gmail.com 

・森と水辺の手入れ 

日  時：2026年  ６月２１日（日）  ９時 45分～１２時  雨天中止   

内  容：田うえをした緑米田んぼの整備をします。森の下草刈りも行います。   

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物    参加費：無料 

・第 319 回  下大和田ＹＰＰ「田の草取り」 
日  時：2026年  ６月 ２７日（土）  ９時 45分～１２時  雨天中止   

内  容：コナギなど中心に田んぼの草取りをします。地味ですがたいせつな作業です。 

持ち物：長靴、長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物など    参加費：無料 

・森の手入れ 

日  時：2026年  ６月２８日（日）  ９時 45分～１２時  雨天中止   

内  容：森の木の整備や下草刈りを行います。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物    参加費：無料 

・第 318 回  観察会とゴミ拾い   

日  時：2026年  ７月  ５日（日）  ９時 45分～１２時    雨天決行 
内  容： カブトムシやクワガタムシも現れる頃です，緑濃く生き生きとした木々の森と谷津を巡ります。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長靴、帽子、ゴミ袋、敷物    参加費：100 円 

＜小山町谷津田＞  連絡先：高山  E-mail：ceic.ypp.oyama@gmail.com 

▼第  246 回  小山町  YPP「田んぼの草取り」 
田んぼの草取りや畦の草刈りをします。 

日  時：2026 年  ６月２１日（日）  ９時～１２時  ☆小雨決行 

場  所：小山町谷津田（千葉市緑区） 

持ち物：田んぼ用長靴（もしあれば）・防水手袋・飲み物 

☆どなたでもお気軽に参加いただけます。初参加も歓迎です！参加のご希望、お問い合わせは、上記メールでご連絡下さい。 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

 


